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叶　芳和
評論家

シ
リ
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト

農業は先進国型産業になった！

―
農業現場の変化

（
15
年
）。
ト
ッ
プ
2
県
に
急
迫
す
る
茨
城

県
の
ネ
ギ
の
主
産
地
は
坂
東
市
岩
井
地
区

（
旧
岩
井
市
）
で
あ
る
。

表
1
は
、
季
節
別
、
県
別
の
ネ
ギ
生
産

量
の
比
較
で
あ
る
。
埼
玉
や
千
葉
は
秋
冬

ネ
ギ
の
主
産
地
で
あ
る
が
、
夏
ネ
ギ
は
茨

城
県
が
圧
倒
し
て
い
る
。
夏
ネ
ギ
は
埼
玉

4
8
5
0
ｔ
、千
葉
6
4
2
0
ｔ
に
対
し
、

茨
城
1
万
3
4
0
0
ｔ
と
多
い
。
こ
の
茨

城
の
夏
ネ
ギ
を
支
え
て
い
る
の
が
岩
井
地

区
で
あ
る
。

坂
東
市
岩
井
地
区
は
、
関
東
平
野
の
ほ

ぼ
中
央
、
茨
城
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
50
㎞
圏
内
に
あ
る
。
南
側
に
利

根
川
が
流
れ
、
地
形
は
お
お
む
ね
平
坦
で

畑
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
気
温
も
比
較
的

温
暖
で
、
野
菜
作
り
に
適
し
た
地
域
で
あ

る
。
大
消
費
地
東
京
に
近
い
と
い
う
好
条

件
の
も
と
、
ネ
ギ
や
レ
タ
ス
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る
野
菜
産
地
で

あ
る
。

古
く
は
麦
を
中
心
に
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
葉

タ
バ
コ
、
茶
を
作
っ
て
い
た
が
、
1
9
5
8

年
（
昭
和
33
年
）
に
利
根
川
に
橋
が
開
通

し（
芽
吹
大
橋
）、東
京
市
場
と
つ
な
が
り
、

露
地
野
菜
が
加
わ
っ
た
（
そ
れ
ま
で
は
東

京
市
場
と
分
断
さ
れ
販
売
先
が
な
か
っ

た
）。
60
年
代
後
半
に
は
ト
マ
ト
、
ハ
ク

サ
イ
、
レ
タ
ス
、
ネ
ギ
等
が
主
要
品
目
と

し
て
定
着
し
、
都
市
近
郊
型
農
業
と
し
て

の
発
展
が
始
ま
っ
た
。
89
年
に
畑
地
の
基

盤
整
備
が
終
わ
り
、
野
菜
産
地
の
発
展
が

中
国
か
ら
の
輸
入
ネ
ギ
危
機（
2
0
0
0

年
）
で
強
く
な
っ
た
。
首
都
圏
近
郊
と
い

う
地
勢
学
上
の
有
利
性
だ
け
で
は
な
く
、

J
A
岩
井
は
夏
ネ
ギ
の
前
進
栽
培
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
茨
城
県
を
全
国

有
数
の
ネ
ギ
産
地
に
発
展
さ
せ
た
。
夏
ネ

ギ
は
独
占
的
地
位
に
あ
り
、
輸
入
ネ
ギ
と

の
競
争
も
制
し
た
。

ち
な
み
に
、
ネ
ギ
の
生
産
額
は
1
5
5
5

億
円
（
全
国
15
年
）、
野
菜
類
で
は
ト
マ
ト
、

イ
チ
ゴ
に
次
ぐ
第
3
位
で
、
栄
養
価
も
高

く
、
食
生
活
、
健
康
維
持
の
観
点
か
ら
も

重
要
な
野
菜
品
目
の
一
つ
で
あ
る
。

埼
玉
県
の
「
深
谷
ね
ぎ
」
は
全
国
的
な

ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
有
名
だ
。ま
た
、

ネ
ギ
生
産
全
国
1
位
は
千
葉
県
で
あ
る
。

し
か
し
、
図
1
に
見
る
よ
う
に
、
近
年
は

茨
城
県
が
先
発
両
県
に
猛
迫
し
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
坂
東
市
岩
井

地
区
の
「
夏
ネ
ギ
」
の
発
展
の
成
果
で
あ

る
。
近
年
、
茨
城
県
の
農
業
は
地
力
を
発

揮
し
、全
般
的
に
地
位
向
上
し
て
い
る
が
、

ネ
ギ
は
そ
の
象
徴
的
な
動
き
だ
。

ネ
ギ
生
産
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
出
荷
量

で
は
1
位
千
葉
5
万
9
0
0
0
ｔ
、
2
位

埼
玉
4
万
9
1
0
0
ｔ
、
3
位
茨
城
4
万

8
0
0
ｔ
で
あ
る
。
こ
の
上
位
3
県
で
全

国
の
約
4
割
を
占
め
る
。
産
出
額
で
も
1

位
千
葉
2
0
9
億
円
、
2
位
埼
玉
1
8
7

億
円
、
3
位
茨
城
1
5
6
億
円
で
あ
る

① 

夏
ネ
ギ
の
銘
柄
野
菜
産
地

第4回

茨城県県西地区は首都圏市場への野菜の巨大供給基地である。利根川の
水、広大な平野、東京まで50 ㎞の近さという地勢学上の有利さがある。
その地で、坂東市岩井地区は県内屈指の野菜産地として発展している。し
かし、高所得農業の実現は地勢学上の有利性だけではなく、逆転の発想で
夏ネギの前進栽培に成功したことが大きい。
農家に顔を向けた農協である。発展した野菜産地で、「JA」がどのような
役割を果たして存在しているか実情を明らかにしたい。

JA 岩井 園芸部会（茨城県坂東市）

輸入ネギ圧力で発展した
銘柄野菜産地

表1　ネギの季節別・県別出荷量（2015年）（単位：トン）
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加
速
し
た
。

現
在
、
典
型
的
な
農
家
は
夏
ネ
ギ
と
レ

タ
ス
の
輪
作
で
あ
る
。
経
営
規
模
は

2

‌

ha
、
粗
収
入
2
0
0
0
万
円
で
あ
る
。

J
A
岩
井
の
青
果
物
販
売
額
は
91
億
円

（
2
0
1
6
年
）
に
達
す
る
が
、
ネ
ギ
41

億
円
、
レ
タ
ス
37
億
円
、
両
者
で
86‌

%
を

占
め
る
（
リ
ー
フ
系
レ
タ
ス
を
含
め
る
と

93‌

%
）。
ネ
ギ
は
「
茨
城
県
青
果
物
銘
柄

産
地
」
の
指
定
を
受
け
（
1
9
8
4
年
）、

県
内
の
ネ
ギ
生
産
シ
ェ
ア
約
25‌

%
を
占
め

る
主
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
レ
タ
ス
も
91

年
に
銘
柄
産
地
指
定
。

後
発
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
夏
ネ
ギ
の

一
大
産
地
に
な
れ
た
の
は
何
故
か
。
夏
ネ

② 

輸
入
ネ
ギ
危
機
で
強
く
な
る

表1　ネギの季節別・県別出荷量（2015年）（単位：トン）

（出所）農水省「作物統計」

図1　茨城・埼玉・千葉のネギ出荷量

ギ
の
“
前
進
栽
培
”
に
成
功
し
た
こ
と
が

要
因
だ
。
5
月
（
端
境
期
）
に
軟
ら
か
い

長
ネ
ギ
を
供
給
す
る
の
は
難
し
い
。
ネ
ギ

は
花
が
咲
く
（
ネ
ギ
坊
主
が
出
る
）
と
芯

が
固
く
な
り
美
味
し
く
な
く
、
5
月
に
は

ネ
ギ
坊
主
が
出
る
か
ら
だ
。
岩
井
地
区
の

成
功
は
こ
の
時
期
に
軟
ら
か
い
長
ネ
ギ
を

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
に
、
ネ
ギ

業
界
は
危
機
に
直
面
し
た
。
中
国
か
ら
の

輸
入
ネ
ギ
問
題
だ
（
わ
が
国
貿
易
史
上
、

初
め
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
〔
緊
急
輸
入
制
限

措
置
〕発
動
の
大
騒
ぎ
）。同
年
5
月
24
日
、

関
東
北
部
は
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生
し
、
大

凶
作
に
な
っ
た
。
通
常
、
不
作
の
年
は
供

給
不
足
で
価
格
が
上
昇
す
る
が
、
こ
の
と

き
は
中
国
か
ら
の
輸
入
ネ
ギ
が
増
え
、
価

春ネギ 夏ネギ 秋冬ネギ 計
埼玉県 5,310 4,850 38,900 49,100
茨城県 13,200 13,400 14,200 40,800
千葉県 20,100 6,420 32,500 59,000
全国 73,000 79,300 230,100 383,100

（万ｔ）
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い
た
く
な
い
高
級
品
志
向
の
顧
客
へ
の
販

売
を
狙
っ
た
。

長
悦
を
超
え
る
品
質
を
目
指
し
て
、
農

業
改
良
普
及
所
の
協
力
を
得
て
、
ネ
ギ
坊

主
を
出
さ
な
い
栽
培
技
術
を
研
究
し
、
マ

ル
チ
（
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
）
栽
培
に
し
た
。

マ
ル
チ
を
敷
き
、
そ
し
て
定
植
、
ト
ン
ネ

ル
、
ビ
ニ
ー
ル
剥
が
し
と
い
う
結
構
面
倒

な
労
働
で
あ
る
が
、
岩
井
は
レ
タ
ス
で
マ

ル
チ
栽
培
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
容
易
に

マ
ル
チ
が
普
及
し
た
。
そ
の
結
果
、
早
い

時
期
に
、
太
い
ネ
ギ
を
出
荷
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
業
務
筋
か
ら
の
要
望

で
も
あ
っ
た
。

ほ
か
の
産
地
は
「
早
く
、
太
く
」
が
で

き
な
か
っ
た
。
深
谷
ね
ぎ
産
地
は
冬
ネ
ギ

し
か
興
味
が
な
か
っ
た
。
千
葉
は
暖
か
い

の
で
、「
マ
ル
チ
」「
ト
ン
ネ
ル
」
と
い
う

発
想
が
な
い
。
県
内
他
産
地
も
、
作
業
労

働
が
大
変
な
の
で
、
マ
ル
チ
を
や
ら
な

か
っ
た
。
長
ネ
ギ
は
4
月
中
旬
か
ら
5
月

に
か
け
て
は
、岩
井
地
区
の
独
占
で
あ
る
。

岩
井
地
区
は
レ
タ
ス
と
ネ
ギ
の
輪
作
で

あ
る
こ
と
も
功
を
奏
し
た
。
ネ
ギ
は
前
年

10
月
播
種
、
5
～
9
月
収
穫
の
作
型
で
あ

り
、
秋
レ
タ
ス
は
8
月
播
種
、
10
月
収
穫

で
あ
る
。
秋
レ
タ
ス
を
播
種
す
る
た
め
、

夏
ネ
ギ
の
前
進
栽
培
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

を
マ
ル
チ
が
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

相
場
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
大
き
か
っ

た
。
長
ネ
ギ
の
価
格
は
、
11
～
1
月
に
比

べ
る
と
、
4
～
5
月
は
1
・
5
倍
位
の
高

値
に
な
る
。
5
月
中
旬
に
向
け
高
値
に
な

る
が
、
1
～
2
週
間
収
穫
可
能
時
期
を
前

進
で
き
れ
ば
、
生
産
者
の
利
益
は
大
き
く

な
る
。
輸
入
ネ
ギ
危
機
へ
の
対
策
、
さ
ら

に
、レ
タ
ス
と
の
輪
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

夏
ネ
ギ
の
作
付
け
を
前
進
さ
せ
た
成
果

だ
。
ネ
ギ
坊
主
と
い
う
厄
介
者
を
マ
ル
チ

導
入
で
克
服
し
た
の
が
功
を
奏
し
た
。“
逆

転
”
し
た
訳
だ
。

輸
入
ネ
ギ
危
機
が
き
っ
か
け
で
、
岩
井

の
ネ
ギ
は
発
展
し
た
。
表
2
に
見
る
よ
う

に
、
輸
入
危
機
前
よ
り
も
販
売
高
は
増
え

た
。
ま
た
、
全
国
と
比
較
し
て
も
、
日
本

の
野
菜
消
費
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ネ
ギ
も

然
り
で
あ
る
が（
02
～
15
年
4
・
7
%
減
）、

岩
井
の
ネ
ギ
出
荷
量
は
減
っ
て
い
な
い
。

金
額
ベ
ー
ス
で
は
、「
春
扇
」
が
定
着
し

格
も
下
が
っ
た
。
岩
井
地
区

も
大
打
撃
を
受
け
、
輸
入
ネ

ギ
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

新
品
種
の
導
入
が
始
ま
っ

た
。
従
来
、
夏
ネ
ギ
は
「
長

悦
」
品
種
を
栽
培
し
て
い
た

が
、
長
悦
は
ネ
ギ
坊
主
が
出

や
す
く
、
ま
た
分
げ
つ
が
発

生
し
や
す
い
。
そ
こ
で
、
岩

井
地
区
は
01
年
か
ら
サ
カ
タ

の
タ
ネ
が
開
発
し
た
「
春は

る

扇お
う
ぎ」を
導
入
し
た
。「
早
出
し
」

が
で
き
る
た
め
、
国
内
の
端

境
期
に
出
荷
で
き
、
高
単
価

が
見
込
め
た
。
中
国
産
を
使

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

輸入ネギ圧力で発展した銘柄野菜産地
JA岩井 園芸部会 （茨城県坂東市）

第4回
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下
位
B
は
30
円
で
あ
る
（
16
年
5
月
下

旬
）。
16
年
は
市
況
が
良
い
年
で
、
通
常

は
1
ケ
ー
ス
の
価
格
は
ト
ッ
プ
2
5
0
0

円
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
1
8
0
0
円
、
下

1
0
0
0
円
、
一
番
安
い
も
の
8
0
0
～

6
0
0
円
で
、
価
格
差
は
3
倍
あ
る
。

た
だ
し
、こ
の
規
格
で
は
「
野
菜
名
人
」

の
野
菜
は
別
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
野
菜

名
人
の
出
荷
価
格
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
品
に
比

べ
1
ケ
ー
ス
+
1
5
0
円
～
+
2
0
0
円

で
あ
る
。
約
1
割
高
い
。

こ
の
価
格
差
こ
そ
、
品
質
の
“
高
位
平

準
化
”
へ
の
効
果
的
な
仕
組
み
で
あ
る
。

自
分
の
商
品
が
1
0
0
0
円
に
な
る
か
、

2
0
0
0
円
に
な
る
か
で
、
農
家
経
営
は

〈
野
菜
名
人
の
創
設
〉

味
し
く
な
っ
た
。
自
由
化
の
風
が
吹
い
て

良
く
な
っ
た
産
地
は
多
い
。

平
等
主
義
の
農
協
陣
営
に
あ
っ
て
、
農

家
お
よ
び
地
域
農
業
の
発
展
を
期
す
に

は
、「
公
平
」
の
観
点
か
ら
、
い
か
に
「
格

差
」
を
付
け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

働
い
て
も
働
か
な
く
て
も
「
平
等
」（
悪

平
等
）
で
は
、
地
域
は
衰
退
す
る
。
努
力

が
報
わ
れ
る
仕
組
み
が
大
切
だ
。

J
A
岩
井
の
場
合
、
出
荷
野
菜
の
規
格

は
12
等
級
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
価
格
が

異
な
る（
表
3
参
照
）。最
上
が
A
2
L（
A

は
秀
）、
最
下
位
は
B
あ
る
い
は
規
格
外

で
あ
る
。
16
年
初
夏
の
場
合
、
夏
ネ
ギ
の

最
上
位
A
2
L
の
価
格
は
1
本
70
円
、
最

③ 

12
規
格
、
価
格
差
3
倍

た
02
年
基
準
の
15
年
の
増
加
率
は
全
国

15‌

%
増
に
対
し
、
岩
井
ネ
ギ
は
35‌

%
増
で

あ
る
。

岩
井
は
、
自
由
化
で
強
く
な
っ
た
農
業

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
農
業
界
は
古
く
は「
さ

く
ら
ん
ぼ
」
の
自
由
化
問
題
で
騒
い
だ

（
1
9
7
7
年
）。
自
由
化
す
る
と
、
ア
メ

リ
カ
ン
・
チ
ェ
リ
ー
の
輸
入
が
増
え
て
、

山
形
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
壊
滅
す
る
と
言
わ

れ
た
。
し
か
し
、
山
形
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
今

も
健
在
で
あ
る
。
自
由
化
対
策
か
ら
「
佐

藤
錦
」へ
の
転
換
が
進
み
、美
味
し
く
な
り
、

生
産
額
も
増
え
た
（
拙
稿
「
佐
藤
錦
と
つ

や
姫
に
学
ぼ
う
」
山
形
新
聞
2
0
1
5
年

6
月
18
日
付
け
7
頁
、「
直
言
」
参
照
）。

ま
た
、
バ
ナ
ナ
の
自
由
化
で
リ
ン
ゴ
が
壊

滅
す
る
と
騒
が
れ
た
が
、
リ
ン
ゴ
は
品
種

改
良
で
一
段
と
美
味
し
く
な
っ
て
、
今
も

健
在
だ
。
む
し
ろ
、
輸
出
産
業
に
な
っ
て

い
る
。
オ
レ
ン
ジ
自
由
化
で
ミ
カ
ン
は
美

大
き
く
違
う
。
誰
し
も
、
収
入
増
加
を
目

指
し
、
上
位
規
格
に
な
る
よ
う
栽
培
管
理

に
努
力
す
る
。
つ
ま
り
、
利
潤
動
機
が
品

質
の
高
位
平
準
化
を
導
く
の
で
あ
る
。
16

年
度
（
5
～
7
月
）
の
場
合
、
上
位
4
基

準
（
２
L
と
L
）
に
56‌

%
が
集
中
し
て
い

る
（
２
L
24‌

%
、
L

‌

32
%
）。

J
A
岩
井
は
、
品
質
向
上
、
高
付
加
価

値
化
の
推
進
と
し
て
、「
野
菜
名
人
」
制

度
を
作
っ
て
い
る
（
1
9
9
4
年
創
設
）。

園
芸
部
会
の
中
か
ら
、高
い
意
識
を
持
ち
、

研
究
心
と
努
力
の
大
き
い
農
家
を
「
野
菜

名
人
」と
認
定
し
て
い
る
。
野
菜
名
人
は
、

土
づ
く
り
か
ら
こ
だ
わ
り
、
高
品
質
野
菜

の
生
産
を
義
務
付
け
ら
れ
、
栽
培
管
理
は

J
A
の
規
定
通
り
に
行
な
い
（
減
化
学
肥

料
）、
ま
た
、
肥
料
・
農
薬
は
J
A
が
指

（
参
考
）
拙
著
『
日
本
よ
農
業
国
家
た
れ
』
東
洋
経
済
新

報
社
1
9
8
4
年
、
第
5
章
「
日
本
農
業
は
自
由
化
で

発
展
す
る
︱
オ
レ
ン
ジ
問
題
の
考
え
方
︱
」
参
照
。

表2　JA岩井のネギ類出荷の推移

表3　初夏ネギの販売価格と出荷数量（等級別）

（出所）JA岩井調べ。2000年は降雹被害・輸入急増。
（注）JA岩井園芸部会の販売高であり（現状の共販
率7割）、岩井地区全体の販売規模及び伸び率はもっ
と大きい。

（出所）JA岩井調べ。2016年（平成28年）実績。
（注1）2016年は市況の良い年である。2014年6月1,635円、
2015年6月2,024円、2016年6月2,186円。

（注2）中国北京市の高級食品スーパーのネギ価格9.0元（145円）
/㎏、（3本84円）。5月6日現在。

年度 千ケース 百万円
1998 1,706 2,800
1999 1,797 2,676

＊ 2000 1,363 1,839
2001 1,665 2,637
2002 1,853 2,644
2003 1,942 2,435
2004 1,892 2,543
2005 1,887 2,388
2006 1,766 2,493
2007 1,916 2,609
2008 1,942 3,104
2009 1,993 3,306
2010 1,741 2,985
2011 1,919 2,652
2012 1,890 2,566
2013 1,793 2,963
2014 1,889 2,902
2015 1,859 3,566
2016 1,998 4,125

価格
（1 ケース）

（５月下旬、円）

1 本当たり
価格

（同左、円）
数量比率

（5 ～ 7 月、%）

Ａ 2 Ｌ 2,103 70 19.8 

ＡＬ 2,305 64 25.4 

ＡＭ 2,783 62 16.2 

ＡＳ 2,383 43 5.2 

Ａ 2 Ｓ 2,109 38 1.6 

○ 2,025 1.8 

2 Ｌ 1,922 64 4.4 

Ｌ 2,111 59 7.0 

Ｍ 2,563 57 5.6 

Ｓ 2,166 39 1.9 

2 Ｓ 1,890 34 0.6 

Ｂ 1,667 （30） 9.1 

外 1,447 （26） 1.3 

平均単価 2,233 100.0 
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定
し
た
も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
肥
料
は
ネ
ギ
の
場
合
、
高
品
質
有
機

50‌
%
以
上
を
含
む
も
の
、
レ
タ
ス
は
80‌

%

以
上
の
も
の
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
品
も
ネ
ギ
50‌

%
、
レ
タ
ス

70‌

%
）。

野
菜
名
人
は
早
出
し
ネ
ギ
し
か
や
ら
な

い
。
皆
が
で
き
な
い
こ
と
を
や
る
。
そ
れ

を
プ
ラ
イ
ド
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
有
機

肥
料
で
あ
り
、
名
人
の
ネ
ギ
は
甘
み
が
あ

る
。
高
品
質
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
野
菜
名
人
の
野
菜
は
ブ
ラ

ン
ド
品
扱
い
で
、
差
別
化
商
品
と
し
て
出

荷
さ
れ
て
い
る
。
価
格
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
品

よ
り
約
1
割
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
1
割

程
度
の
価
格
差
は
あ
ま
り
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
そ
も
そ
も
コ
ス

ト
も
高
い
の
で
）。
む
し
ろ
、
早
出
し
で

高
値
を
得
て
い
る
。
そ
の
苦
労
へ
の
対
価

と
し
て
の
高
値
で
あ
る
。
園
芸
部
会
の
中

で
、野
菜
名
人
は
減
っ
て
き
て
い
る
。ピ
ー

ク
時
50
名
が
、
現
在
は
25
名
で
あ
る
。

野
菜
名
人
制
度
の
創
設
者
で
あ
る
藤
井

俊
夫
氏
（
長
須
地
区
）
に
よ
る
と
、「
面
倒
。

そ
の
割
に
は
価
格
差
も
大
き
く
な
い
」「
自

分
た
ち
は
プ
ラ
イ
ド
で
や
っ
て
い
る
。
若

い
人
は
名
人
に
な
り
た
が
ら
な
い
」。

地
域
の
発
展
を
考
え
た
と
き
、
こ
う
し

た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
制
度
は
重
要
な
仕
組
み

で
あ
る
。
せ
っ
か
く
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

制
度
工
夫
で
あ
る
か
ら
、
名
人
制
度
を

も
っ
と
生
か
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

販
売
価
格
を
も
っ
と
上
げ
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

品
と
の
価
格
差
を
大
き
く
で
き
な
い
か
。

市
場
の
制
約
で
困
難
で
あ
れ
ば
、
肥
料
価

格
を
下
げ
て
利
益
が
出
る
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
。
そ
う
な
れ
ば
、
名
人
認
定
希
望

者
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
野
菜
名
人
が
増

え
、最
高
品
質
野
菜
の
出
荷
が
増
え
れ
ば
、

販
売
額
が
増
え
、販
売
手
数
料
も
増
え
る
。

肥
料
を
値
下
げ
し
て
も
J
A
購
買
事
業
の

損
失
は
あ
る
程
度
相
殺
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

こ
こ
は
戦
略
的
発
想
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。「
縛
り
」
だ
け
で
は
ダ
メ
。
若
い
人

に
興
味
を
持
た
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

自
由
な
創
意
工
夫
が
で
き
る
余
地
を
大
き

く
し
、「
儲
か
る
農
業
」
に
す
る
こ
と
だ
。

な
お
、
J
A
岩
井
は
G
A
P
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
（
農
業
生
産
工
程
管
理
簿
）
に
よ

る
安
全
な
野
菜
づ
く
り
の
た
め
の
作
業
確

認
を
行
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
G
A
P

認
定
を
取
得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

J
A
岩
井
は
、
系
統
利
用
率
は
県
内
他

J
A
と
比
較
し
て
低
い
。
平
成
27
事
業
年

度
『
茨
城
県
農
業
協
同
組
合
の
現
況
』（
茨

城
県
農
協
中
央
会
編
）
に
よ
る
と
、
J
A

岩
井
の
系
統
利
用
率
は
肥
料
92‌

%
（
県
平

均
96‌

%
）、
農
薬
67‌

%
（
県
79‌

%
）、
農
機

87‌

%
（
県
91‌

%
）、
包
装
資
材
48‌

%
（
県

④ 

農
家
に
顔
を
向
け
た
農
協

—

高
い
共
販
率
、

　
低
い
系
統
利
用
率—

79‌

%
）、
種
苗
36‌

%
（
県
71‌

%
）、
購
買
事

業
合
計
69‌

%
（
県
78‌

%
）
で
あ
り
、
他
の

J
A
よ
り
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
低
い
。
そ

の
点
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
農
家
の
た
め

だ
か
ら
、
資
材
は
安
い
と
こ
ろ
か
ら
仕
入

れ
る
」「
商
系
業
者
と
競
争
さ
せ
て
、
業

者
が
安
け
れ
ば
そ
こ
か
ら
買
う
」「
チ
ク

チ
ク
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
経
済
連

も
そ
れ
な
り
の
価
格
に
し
て
く
れ
る
」

（
J
A
岩
井
改
革
推
進
室
長
内
田
芳
美

氏
）。
農
家
に
顔
を
向
け
た
農
協
で
あ
る
。

農
家
の
利
益
を
優
先
し
て
い
る
点
、
J
A

岩
井
は
「
良
い
農
協
」
だ
。

流
通
業
者
や
メ
ー
カ
ー
も
、
J
A
岩
井

へ
の
売
り
込
み
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
。
岩
井
地
区
は
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
産
地

だ
か
ら
、「
岩
井
で
使
っ
て
く
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ど
の
産
地
で
も

そ
の
資
材
を
使
い
た
が
る
。
種
苗
メ
ー

カ
ー
も
肥
料
メ
ー
カ
ー
も
、「
岩
井
御
用

達
」を
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
使
え
る
。「
岩

井
ブ
ラ
ン
ド
」
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

“
農
家
段
階
”
の
系
統
利
用
率
（
農
家
が

農
業
資
材
を
J
A
経
由
で
購
入
す
る
割

合
）
は
、
約
4
割
と
い
う
。
農
家
は
資
材

の
6
割
は
商
系
の
業
者
か
ら
買
っ
て
い
る

わ
け
だ
。
農
家
も
J
A
の
購
買
事
業
に
縛

ら
れ
ず
、
商
系
が
安
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

買
っ
て
い
る
。

販
売
事
業
面
で
は
、「
共
販
率
」
は
7

割
で
あ
る
。
高
い
。
園
芸
部
会
4
2
3
名

（
2
0
1
6
年
度
）
の
う
ち
、
共
販
7
割
、

個
人
出
荷
3
割
で
あ
る
。
出
荷
数
量
ベ
ー

ス
で
も
共
販
率
は
7
割
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
J
A
岩
井
推
定
）。
レ
タ
ス
の
共
販

率
も
7
割
で
あ
る
。

3
割
は
農
協
を
利
用
し
て
い
な
い
。

J
A
の
販
売
事
業
能
力
を
高
め
、
も
っ
と

高
値
で
市
場
に
売
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

農
協
園
芸
部
会
へ
の
参
加
率
、
共
販
率
は

も
っ
と
高
ま
ろ
う
。
こ
の
点
は
J
A
の
課

題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
J
A
岩
井
は
38

市
場
と
取
引
し
て
い
る
。
か
な
り
多
い
。

営
業
努
力
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

J
A
岩
井
の
野
菜
予
冷
セ
ン
タ
ー
（
鵜

戸
4
2
8
番
地
）
の
近
く
に
、
株
式
会
社

岩
井
中
央
青
果
（
1
9
6
3
年
設
立
）
と

い
う
産
地
市
場
が
あ
る
（
同
じ
鵜
戸

4
6
5
番
地
）。
J
A
岩
井
管
内
の
農
家

も
、
規
模
拡
大
し
法
人
化
し
た
農
家
は
こ

こ
に
出
荷
し
て
い
る
よ
う
だ
。
岩
井
地
区

の
ネ
ギ
の
3
割
は
こ
こ
に
持
ち
込
ま
れ

岩井夏ネギの圃場（藤井俊夫氏圃場）

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

輸入ネギ圧力で発展した銘柄野菜産地
JA岩井 園芸部会 （茨城県坂東市）

第4回
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る
。
岩
井
地
区
の
農
家
だ
け
で
は
な
く
、

遠
く
結
城
市
、
八
千
代
町
、
境
町
、
千
葉

県
野
田
市
か
ら
も
ハ
ク
サ
イ
な
ど
を
集
荷

し
て
い
る
。
2
0
1
6
年
度
の
青
果
物
取

扱
い
高
は
84
億
円
と
、
J
A
岩
井
と
互
角

に
競
っ
て
い
る
（
J
A
岩
井
は
91
億
円
）。

価
格
相
場
の
比
較
は
難
し
い
が
、
上
物
は

J
A
の
共
販
価
格
よ
り
も
、
㈱
岩
井
中
央

青
果
の
ほ
う
が
高
い
よ
う
だ
。
例
え
ば
、

上
物
は
J
A
岩
井
の
共
販
価
格
が

2
0
0
0
円
の
と
き
、
こ
こ
の
セ
リ
で
は

2
5
0
0
円
に
な
る
。

J
A
岩
井
の
目
と
鼻
の
先
に
（
距
離

2
0
0
ｍ
位
）、
販
売
事
業
の
競
争
相
手

と
な
る
産
地
市
場
が
あ
る
。
J
A
の
販
売

能
力
が
弱
体
化
す
る
と
、
農
家
は
㈱
岩
井

中
央
青
果
に
出
荷
す
る
で
あ
ろ
う
。
農
家

か
ら
野
菜
の
集
荷
を
増
や
し
共
販
率
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
J
A
は
販
売
事
業
能

力
を
磨
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
農
家
の
利
益
は
増
え
る
。
こ

う
し
た
競
争
市
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
岩
井
地
区
の
野
菜
産
地
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
茨
城
県
は

愛
知
県
、
千
葉
県
と
並
ぶ
「
産
地
市
場
」

が
発
展
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

J
A
岩
井
は
競
争
市
場
の
真
っ
た
だ
中

に
い
る
。
埼
玉
、千
葉
と
の
産
地
間
競
争
、

同
じ
管
内
で
の
産
地
市
場
と
の
競
争
、
さ

ら
に
輸
入
ネ
ギ
と
の
競
争
が
あ
る
。
競
争

相
手
が
多
い
。
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
切

磋
琢
磨
し
て
販
売
事
業
能
力
を
磨
く
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
が
農
家
の
利
益
に
つ
な
が

ろ
う
。

岩
井
地
区
は
土
地
生
産
性
が
高
い
。
表

4
は
、
茨
城
県
内
主
要
産
地
の
土
地
生
産

性
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る（
農
水
省「
生

産
農
業
所
得
統
計
」）。
土
地
生
産
性
が
一

番
高
い
の
は
神
栖
市
で
、
１

‌

ha
当
た
り

1
2
5
1
万
円
で
あ
る
。
2
位
は
鉾
田
市

で
1
0
6
1
万
円
、
坂
東
市
は
7
0
9
万

円
で
3
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
栖
市
は

ピ
ー
マ
ン
日
本
一
で
あ
る
が
、
ハ
ウ
ス
栽

培
で
あ
り
、
施
設
経
費
が
掛
か
る
。
こ
れ

に
対
し
、
坂
東
市
岩
井
地
区
は
露
地
栽
培

で
あ
り
、
コ
ス
ト
が
低
い
。
利
益
は
ど
っ

ち
が
大
き
い
か
は
、
こ
の
デ
ー
タ
だ
け
で

は
判
断
で
き
な
い
。

経
済
学
で
は
「
総
合
生
産
性
」（
T‌

F‌

P‌

、‌
T
otal Factor Productivity

）
を
問
題

に
す
る
。
投
入
す
る
全
て
の
生
産
要
素（
資

本
、
労
働
、
土
地
）
に
比
し
た
産
出
高
を

問
題
に
す
る
。
労
働
生
産
性
が
高
い
と
し

て
も
、
機
械
化
が
進
み
資
本
投
資
も
増
え

て
い
る
場
合
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
合
計
（
全

生
産
要
素
）
に
対
し
て
は
高
い
と
は
限
ら

な
い
。
そ
の
結
果
、
機
械
化
貧
乏
と
い
う

こ
と
も
起
き
う
る
。
こ
う
し
た
部
分
的
な

生
産
要
素
に
対
す
る
産
出
高
の
比
を
部
分

生
産
性
と
言
っ
て
、「
総
合
生
産
性
」
と

は
区
別
す
る
。
重
要
な
の
は
全
生
産
要
素

に
対
す
る
「
総
合
生
産
性
」
で
あ
る
。

⑤ 

「
単
な
る
業
主
」
で
は
な
い

岩
井
地
区
は
露
地
栽
培
で
あ
る
か
ら
、

資
本
投
資
が
少
な
い
の
で
、
総
合
生
産
性

T
F
P
で
は
県
内
ト
ッ
プ
に
並
ぶ
の
で
は

な
い
か
。
つ
ま
り
、
岩
井
地
区
は
生
産
性

が
極
め
て
高
い
農
業
と
い
え
よ
う
。　
　

岩
井
地
区
の
農
家
は「
単
な
る
業
主
」（
東

畑
精
一
）
で
は
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ

が
、
昔
な
が
ら
の
日
々
ル
ー
チ
ン
化
さ
れ
た

農
作
業
の
反
復
で
は
な
く
、
自
ら
経
営
判

断
し
て
、
作
付
選
択
や
取
引
先
を
決
め
て

い
る
。
共
販
率
は
7
割
で
あ
っ
て
、
3
割

は
自
ら
出
荷
先
を
選
ん
で
い
る
。
J
A
園

芸
部
会
の
農
家
も
、
し
が
ら
み
は
ゼ
ロ
と

は
言
え
な
い
が
、
販
売
価
格
が
高
く
、

J
A
内
に
留
ま
る
選
択
を
し
て
も
利
益
に

な
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
無
分
別
で
は
な
い
。

作
付
選
択
も
自
分
で
考
え
て
い
る
。
農
業

資
材
の
購
入
も
、
J
A
園
芸
部
会
の
会
員

で
さ
え
、
農
協
か
ら
購
入
す
る
の
は
4
割

に
過
ぎ
な
い
。

法
人
化
し
て
、
J
A
を
卒
業
し
た
農
業

経
営
者
も
い
る
（
十
数
人
）。
規
模
拡
大

に
成
功
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
法
人
化
は

「
卒
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
考
え
れ
ば
い
い
。

小
零
細
な
農
家
が
多
い
日
本
の
現
状
で

は
、
J
A
も
法
人
化
も
、
多
様
な
経
営
形

態
の
一
つ
と
考
え
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ

て
、
J
A
と
法
人
化
は
競
争
関
係
で
あ
っ

て
、
対
立
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
は

な
い
。

J
A
岩
井
が
更
な
る
躍
進
を
考
え
る
場

合
、
農
家
の
能
力
を
一
段
と
引
き
上
げ
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。
産
地
の
持
続
的
発
展

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
。
そ
れ
を
遂

行
す
る
の
は
農
業
経
営
者
で
あ
る
。
農
家

の
能
力
を
さ
ら
に
高
め
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
1
0
0
%
発
揮
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
が
ベ
ス
ト
な
方
法
で
あ
る
。「
野
菜
名

人
」
が
も
っ
と
増
え
る
条
件
を
整
備
す
る

こ
と
は
そ
の
一
端
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

表4　土地生産性の比較 2015年
　　  （茨城県農業産出額トップ10市 町村）

（資料）産出額は「生産農業所得統計」（市町村別推
計）。経営耕地面積は「2015年農林業センサス」。

産出額  経営耕地 生産性

（億円）  面積（ha）（万円 /ha）

１鉾田市 720 6,792 1,061

２小美玉市 354 3,929 901

３行方市 262 4,852 540

４坂東市 253 3,568 709

５茨城町 206 3,590 574

６石岡市 203 4,020 504

７筑西市 192 9,487 202

８八千代町 188 3,439 545

９結城市 176 2,689 655

10 神栖市 170 1,361 1,251

県平均 4,549 116,208 391

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

輸入ネギ圧力で発展した銘柄野菜産地
JA岩井 園芸部会 （茨城県坂東市）

第4回


